
豊島高等学校 令和５年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択者

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

8

和音について理解しよう

【知識及び技能】
・音程の仕組みに関する知識を理解
する。

【思考力、判断力、表現力等】
・身に付けた知識を応用し、演習や
実技等に応用する。

　【学びに向かう力、人間性】
・内容への理解を深め、音階への興
味、関心を深める。

・楽典（三和音・四和音）

題材内で使用する教材：PC端末、
教科書、副教材、ワークシート

【知識及び技能】
・和音の仕組みに関する知識を理解できてい
る。（ワークシート・筆記試験）

【思考力、判断力、表現力等】
・身に付けた知識を応用し、演習や実技等に
応用することができている。（ワークシー
ト・筆記試験・実技試験）

　【学びに向かう力、人間性】
・内容への理解を深め、音階への興味、関心
を深めることができている。（ワークシー
ト・筆記試験）

6

音階について理解しよう

【知識及び技能】
・音程の仕組みに関する知識を理解
する。

【思考力、判断力、表現力等】
・身に付けた知識を応用し、演習や
実技等に応用する。

　【学びに向かう力、人間性】
・内容への理解を深め、音階への興
味、関心を深める。

・楽典（長音階・短音階、長音階
の仕組み、短音階の仕組み、調
号）

題材内で使用する教材：PC端末、
教科書、副教材、ワークシート

【知識及び技能】
・音階の仕組みに関する知識を理解できてい
る。（ワークシート・筆記試験）

【思考力、判断力、表現力等】
・身に付けた知識を応用し、演習や実技等に
応用することができている。（ワークシー
ト・筆記試験・実技試験）

　【学びに向かう力、人間性】
・内容への理解を深め、音階への興味、関心
を深めることができている。（ワークシー
ト・筆記試験）

○ ○ ○

定期考査
○ ○ 2

配当
時数

１
学
期

音程について理解しよう

【知識及び技能】
・音程の仕組みに関する知識を理解
する。

【思考力、判断力、表現力等】
・身に付けた知識を応用し、演習や
実技等に応用する。

　【学びに向かう力、人間性】
・内容への理解を深め、音程への興
味、関心を深める。

・楽典（音程の仕組み、２つの幹
音による音程、派生音を含む２音
による音程、複音程、展開音程）

題材内で使用する教材：PC端末、
教科書、副教材、ワークシート

【知識及び技能】
・音程の仕組みに関する知識を理解できてい
る。（ワークシート・筆記試験）

【思考力、判断力、表現力等】
・身に付けた知識を応用し、演習や実技等に
応用することができている。（ワークシー
ト・筆記試験・実技試験）

　【学びに向かう力、人間性】
・内容への理解を深め、音程への興味、関心
を深めることができている。（ワークシー
ト・筆記試験）

○ ○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

高校生の音楽２

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態
度を養い、豊かな情操を培う。

音楽Ⅱβ

【 知　識　及　び　技　能 】

芸術 音楽Ⅱβ
芸術 音楽Ⅱβ 2

芸術に関する表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

・得意、不得意問わず、主体的・協働的に音
楽の幅広い活動に取り組むことができてい
る。
・曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景な
どとの関わり及び音楽の多様性について理解
するための学習活動に、主体的・共働的に取
り組むことができている。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・音楽大学受験に必要な知識（楽典を含む）や
技能（歌唱・器楽・創作）を十分に身に付ける
ことができている。

・身に付いた知識を応用し、演習や実技等で
応用することができている。
・自身が受験する音楽大学の傾向を分析し、
演習や実技等に応用することができている。



３
学
期

２
学
期

定期考査

音大過去問題を分析しよう

【知識及び技能】
・自身が受験する音楽大学の過去問
題を分析し、傾向を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・分析結果を応用し、演習や実技等
に応用する。

　【学びに向かう力、人間性】
・内容への理解を深め、楽典・ソル
フェージュへの興味、関心を深め
る。

・受験校過去問題（１０年分）の
傾向の理解

・過去問題（楽典）を用いた模擬
試験の文責・実施・解説

・過去問題（旋律聴音・和声聴
音・リズム聴音・新曲視唱）の分
析・実施・解説

【知識及び技能】
・自身が受験する音楽大学の過去問題を分析
し、傾向を理解できている。（ワークシー
ト・実技）

【思考力、判断力、表現力等】
・分析結果を応用し、演習や実技等に応用で
きている。（ワークシート・実技）

　【学びに向かう力、人間性】
・内容への理解を深め、楽典・ソルフェー
ジュへの興味、関心を深めることができてい
る。（ワークシート・実技）

〇 〇

○ ○ 2

・受験校過去問題（１０年分）の
傾向の理解

・過去問題（楽典）を用いた模擬
試験の文責・実施・解説

・過去問題（旋律聴音・和声聴
音・リズム聴音・新曲視唱）の分
析・実施・解説

【知識及び技能】
・自身が受験する音楽大学の過去問題を分析
し、傾向を理解できている。（ワークシー
ト・実技）

【思考力、判断力、表現力等】
・分析結果を応用し、演習や実技等に応用で
きている。（ワークシート・実技）

　【学びに向かう力、人間性】
・内容への理解を深め、楽典・ソルフェー
ジュへの興味、関心を深めることができてい
る。（ワークシート・実技）

〇

音大過去問題を分析しよう

【知識及び技能】
・自身が受験する音楽大学の過去問
題を分析し、傾向を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・分析結果を応用し、演習や実技等
に応用する。

　【学びに向かう力、人間性】
・内容への理解を深め、楽典・ソル
フェージュへの興味、関心を深め
る。

〇 〇 26

60

合計

〇 6


